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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　車両が通過する路面を形成するためのコンクリート床版部と、このコンクリート床版部

を支持する桁部とからなり、前記コンクリート床版部が前記桁部よりも幅方向に張り出し

た既設主桁において、前記コンクリート床版部を、幅方向に拡幅するのに用いる拡幅ＰＣ

床版構造であって、

　前記桁部へ一端が接合されたときに他端部が前記コンクリート床版部よりも幅方向に突

出する長さを有し、かつ、内部をＰＣ鋼材が貫通しているプレキャスト構造体を備え、

　前記ＰＣ鋼材によって前記プレキャスト構造体が前記桁部へ接合され、前記プレキャス

ト構造体にプレストレスが導入されている、

　ことを特徴とする拡幅ＰＣ床版構造。

【請求項２】

　前記プレキャスト構造体の前記他端部に載置される板材と、

　この板材と前記コンクリート床版部の幅方向の先端とで形成される空間にコンクリート

が場所打ちされてなる張出し床版部と、を備え、

　前記プレキャスト構造体の内部を第二のＰＣ鋼材が貫通し、

　この第二のＰＣ鋼材によって、前記コンクリート床版部と前記張出し床版部との接合部

にプレストレスが導入されている、

　ことを特徴とする請求項１に記載の拡幅ＰＣ床版構造。

【請求項３】
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　 車 両 が 通 過 す る 路 面 を 形 成 す る た め の コ ン ク リ ー ト 床 版 部 と 、 こ の コ ン ク リ ー ト 床 版 部

を 支 持 す る 桁 部 と か ら な る 既 設 主 桁 の 前 記 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 を 、 幅 方 向 に 拡 幅 す る の に

用 い る 既 設 Ｐ Ｃ 床 版 の 拡 幅 工 法 で あ っ て 、

　 前 記 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 の 幅 方 向 の 先 端 の 鉄 筋 を は つ り 出 す と と も に 、 前 記 桁 部 に 複 数

の 孔 を 形 成 し 、

　 前 記 桁 部 へ 一 端 が 接 合 さ れ た と き に 他 端 部 が 前 記 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 よ り も 幅 方 向 に 突

出 す る 長 さ を 有 し 、 か つ 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 及 び 第 二 の Ｐ Ｃ 鋼 材 が 内 部 を 貫 通 し て い る プ レ キ ャ ス

ト 構 造 体 を 前 記 桁 部 へ 、 前 記 Ｐ Ｃ 鋼 材 を 緊 張 さ せ る こ と に よ り 接 合 し 、 前 記 プ レ キ ャ ス ト

構 造 体 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 し 、

　 前 記 プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 の 前 記 他 端 部 に 板 材 を 載 置 し 、

　 前 記 板 材 と 前 記 鉄 筋 と で 形 成 さ れ る 空 間 に コ ン ク リ ー ト を 場 所 打 ち し て 張 出 し 床 版 部 を

形 成 し 、

　 前 記 第 二 の Ｐ Ｃ 鋼 材 を 緊 張 さ せ る こ と で 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 と 前 記 張 出 し 床 版 部

と の 接 合 部 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る 、

　 こ と を 特 徴 と す る 既 設 Ｐ Ｃ 床 版 の 拡 幅 工 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 道 路 橋 等 の 既 存 の 橋 桁 を 変 更 す る こ と な く 、 増 線 化 等 の た め に そ の 幅 を 拡 幅

す る の に 適 用 さ れ 、 特 に 、 Ｐ Ｃ 床 版 を 使 用 す る コ ン ク リ ー ト 橋 を 拡 幅 す る こ と が 可 能 な 拡

幅 Ｐ Ｃ 床 版 構 造 及 び 、 既 設 Ｐ Ｃ 床 版 の 拡 幅 工 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 例 え ば 、 下 記 特 許 文 献 １ で は 、 既 存 の 橋 桁 を 変 更 す る こ と な く 、 既 存 の 橋 桁 に 拡 幅 桁 を

接 合 す る こ と が で き る 拡 幅 桁 の 接 合 構 造 及 び 方 法 に 係 る 発 明 が 提 案 さ れ て い る 。 具 体 的 に

は 、 既 設 桁 か ら 橋 幅 方 向 に 張 り 出 し た 床 版 の 張 り 出 し 部 分 が 、 既 設 桁 か ら 橋 幅 方 向 に 延 び

る 既 設 ブ ラ ケ ッ ト に よ り 下 方 か ら 片 持 ち 支 持 さ れ 、 既 設 桁 に 橋 梁 を 拡 幅 す る た め の 拡 幅 桁

を 接 合 し た 接 合 構 造 に 係 る 発 明 で あ る 。 既 設 ブ ラ ケ ッ ト の 下 方 に 既 設 桁 か ら 拡 幅 桁 ま で 延

び る 拡 幅 ブ ラ ケ ッ ト を 設 け る と と も に 、 拡 幅 ブ ラ ケ ッ ト を 既 設 桁 と 、 拡 幅 桁 と に そ れ ぞ れ

接 合 し 、 か つ 、 既 設 ブ ラ ケ ッ ト と も 接 合 し て 構 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 既 存 の 橋 桁 を 変 更

す る こ と を な く 、 橋 梁 の 拡 幅 化 を 実 現 し て い る 。 し か し な が ら 、 こ の 技 術 は 、 拡 幅 桁 を 必

須 の 構 成 と し 、 拡 幅 桁 を 設 置 す る た め の 土 地 の 確 保 が 必 要 と な る の で 、 土 地 の 確 保 が 非 常

に 難 し い 大 都 市 圏 に お け る 橋 梁 の 拡 幅 手 法 と し て は 適 用 し が た い と い う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ま た 、 拡 幅 桁 を 必 要 と し な い 構 造 と し て Ｐ Ｃ 床 版 を 拡 幅 す る 場 合 、 図 ７ に 示 す よ う に 、

既 設 床 版 １ ０ に 差 し 筋 ア ン カ ー ２ ０ で 拡 幅 部 に 鉄 筋 ３ ０ を 配 置 し 、 既 設 床 版 １ ０ 下 面 に コ

ン ク リ ー ト を 増 厚 す る こ と で 床 版 を 拡 幅 す る 方 法 が 知 ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 床 版 厚

が 厚 く な る た め に 、 拡 幅 長 が 大 き く な る と 死 荷 重 が 大 き く な る と い う 問 題 が あ る 。 さ ら に

、 新 旧 床 版 の 接 合 部 ４ ０ が Ｒ Ｃ 構 造 と な る の で 、 Ｐ Ｃ 床 版 に 比 べ て 疲 労 耐 久 性 に 劣 る と い

う 問 題 も あ っ た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － １ ６ １ ９ ４ ９ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 上 述 の よ う に 、 既 存 の 橋 桁 を 変 更 す る こ と な く 、 橋 梁 を 拡 幅 す る こ と は 実 現 さ れ て い る

。 し か し 、 土 地 の 確 保 が 必 要 で 大 都 市 圏 に お け る 橋 梁 の 拡 幅 手 法 と し て 適 用 し 難 い と い う

問 題 の ほ か 、 土 地 の 確 保 の 必 要 が な く て も 、 床 版 厚 が 厚 く な っ て 死 荷 重 が 大 き く な る 問 題
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、 Ｒ Ｃ 構 造 部 が 発 生 し て 疲 労 耐 久 性 に 劣 る 等 の 問 題 等 が 依 然 、 残 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 実 情 に 鑑 み て 提 案 さ れ 、 道 路 橋 等 の 既 存 の 橋 桁 を 変 更 す る こ と な く 、 Ｐ

Ｃ 床 版 を 使 用 す る コ ン ク リ ー ト 橋 に お け る 増 線 化 等 の た め の 拡 幅 に 適 用 す る こ と が で き 、

新 た な 土 地 の 確 保 の 必 要 が な く 、 床 版 厚 が 厚 く な ら ず 、 か つ Ｒ Ｃ 構 造 部 も 発 生 し な い 拡 幅

Ｐ Ｃ 床 版 構 造 及 び 、 既 設 Ｐ Ｃ 床 版 の 拡 幅 工 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 車 両 が 通 過 す る 路 面 を 形 成 す る た め の コ ン ク リ ー

ト 床 版 部 と 、 こ の コ ン ク リ ー ト 床 版 部 を 支 持 す る 桁 部 と か ら な る 既 設 主 桁 の 前 記 コ ン ク リ

ー ト 床 版 部 を 、 幅 方 向 に 拡 幅 す る の に 用 い る 拡 幅 Ｐ Ｃ 床 版 構 造 で あ っ て 、 前 記 桁 部 へ 一 端

が 接 合 さ れ た と き に 他 端 部 が 前 記 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 よ り も 幅 方 向 に 突 出 す る 長 さ を 有 し

、 か つ 、 内 部 を Ｐ Ｃ 鋼 材 が 貫 通 し て い る プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 を 備 え 、 前 記 Ｐ Ｃ 鋼 材 に よ っ

て 前 記 プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 が 前 記 桁 部 へ 接 合 さ れ 、 前 記 プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 に プ レ ス ト レ

ス が 導 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 特 に 、 上 記 拡 幅 Ｐ Ｃ 床 版 構 造 に お い て 、 前 記 プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 の 前 記 他 端 部 に 載 置 さ

れ る 板 材 と 、 こ の 板 材 と 前 記 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 の 幅 方 向 の 先 端 と で 形 成 さ れ る 空 間 に コ

ン ク リ ー ト が 場 所 打 ち さ れ て な る 張 出 し 床 版 部 と 、 を 備 え 、 前 記 プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 の 内

部 を 第 二 の Ｐ Ｃ 鋼 材 が 貫 通 し 、 こ の 第 二 の Ｐ Ｃ 鋼 材 に よ っ て 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 と

前 記 張 出 し 床 版 部 と の 接 合 部 に プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 本 発 明 は 、 車 両 が 通 過 す る 路 面 を 形 成 す る た め の コ ン ク リ ー ト 床 版 部 と 、 こ の コ

ン ク リ ー ト 床 版 部 を 支 持 す る 桁 部 と か ら な る 既 設 主 桁 の 前 記 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 を 、 幅 方

向 に 拡 幅 す る の に 用 い る 既 設 Ｐ Ｃ 床 版 の 拡 幅 工 法 で あ っ て 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 の 幅

方 向 の 先 端 の 鉄 筋 を は つ り 出 す と と も に 、 前 記 桁 部 に 複 数 の 孔 を 形 成 し 、 前 記 桁 部 へ 一 端

が 接 合 さ れ た と き に 他 端 部 が 前 記 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 よ り も 幅 方 向 に 突 出 す る 長 さ を 有 し

、 か つ 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 及 び 第 二 の Ｐ Ｃ 鋼 材 が 内 部 を 貫 通 し て い る プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 を 前 記 桁

部 へ 、 前 記 Ｐ Ｃ 鋼 材 を 緊 張 さ せ る こ と に よ り 接 合 し 、 前 記 プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 に プ レ ス ト

レ ス を 導 入 し 、 前 記 プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 の 前 記 他 端 部 に 板 材 を 載 置 し 、 前 記 板 材 と 前 記 鉄

筋 と で 形 成 さ れ る 空 間 に コ ン ク リ ー ト を 場 所 打 ち し て 張 出 し 床 版 部 を 形 成 し 、 前 記 第 二 の

Ｐ Ｃ 鋼 材 を 挿 入 し 緊 張 さ せ る こ と で 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 と 前 記 張 出 し 床 版 部 と の 接

合 部 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は 、 既 設 主 桁 の 桁 部 へ 一 端 が 接 合 さ れ た と き に 他 端 部 が 既 設 主 桁 の コ ン ク リ ー ト

床 版 部 よ り も 幅 方 向 に 突 出 す る 長 さ を 有 し 、 か つ 、 内 部 を Ｐ Ｃ 鋼 材 が 貫 通 し て い る プ レ キ

ャ ス ト 構 造 体 を 備 え る 拡 幅 Ｐ Ｃ 床 版 構 造 で あ る 。 こ の 構 造 に よ り 、 例 え ば 、 コ ン ク リ ー ト

の 圧 縮 強 度 が １ ０ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ
2
程 度 の 高 強 度 の プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 を 採 用 し 、 こ れ を 既 設

主 桁 の 軸 方 向 に 直 角 に Ｐ Ｃ 鋼 材 で 接 合 し て 一 体 化 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 後 述

す る 張 出 し 床 版 部 等 を 、 既 設 主 桁 か ら 軸 方 向 に 直 角 に 突 出 す る プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 で 支 え

る こ と で 、 張 出 し 床 版 部 を は じ め と す る 床 版 全 体 の 厚 み を 薄 く す る こ と が で き 、 拡 幅 床 版

の 軽 量 化 を 果 た す こ と が で き る 。 ま た 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 に よ っ て プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 に 多 く の プ

レ ス ト レ ス を 導 入 す る こ と が で き る の で 、 プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 の 部 材 断 面 の 寸 法 の 縮 小 化

、 軽 量 化 を 実 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 上 記 プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 の 他 端 部 に 載 置 さ れ る 板 材 と 、 こ の 板 材 と

コ ン ク リ ー ト 床 版 部 の 幅 方 向 の 先 端 と で 形 成 さ れ る 空 間 に コ ン ク リ ー ト が 場 所 打 ち さ れ て

な る 張 出 し 床 版 部 と を 備 え た 構 造 で あ る 。 プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 の 内 部 に は 、 第 二 の Ｐ Ｃ 鋼

材 が 貫 通 し て い る 。 し た が っ て 、 プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 の 他 端 部 に 板 材 を 載 置 す る こ と で 、
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こ の 板 材 と コ ン ク リ ー ト 床 版 部 と で 形 成 さ れ る 空 間 に コ ン ク リ ー ト を 場 所 打 ち す る こ と が

で き 、 張 出 し 床 版 部 を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 第 二 の Ｐ Ｃ 鋼 材 に よ っ て 、 プ

レ キ ャ ス ト 構 造 体 の 上 面 側 に 形 成 し た 張 出 し 床 版 部 と 、 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 と の 接 合 部 に

多 く の プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る こ と が で き 、 接 合 部 の 耐 荷 力 を 向 上 さ せ て 疲 労 耐 久 性 に 優

れ た 構 造 と す る こ と が で き る 。 コ ン ク リ ー ト の 圧 縮 強 度 が １ ０ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ
2
程 度 の 高 強 度

の プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 を 採 用 し 、 部 材 断 面 を 小 さ く し て い る の で 、 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 と

張 出 し 床 版 部 と の 接 合 部 へ 、 第 二 の Ｐ Ｃ 鋼 材 に よ っ て プ レ ス ト レ ス を 効 率 的 に 導 入 す る こ

と が で き る 。 Ｒ Ｃ 構 造 部 が 発 生 す る こ と も な い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 既 設 Ｐ Ｃ 床 版 の 拡 幅 工 法 で は 、 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 の 幅 方 向 の 先 端

の 鉄 筋 を は つ り 出 す と と も に 、 桁 部 に 複 数 の 孔 を 形 成 す る 。 桁 部 へ 一 端 が 接 合 さ れ た と き

に 他 端 部 が コ ン ク リ ー ト 床 版 部 よ り も 幅 方 向 に 突 出 す る 長 さ を 有 し 、 か つ 、 内 部 を Ｐ Ｃ 鋼

材 及 び 第 二 の Ｐ Ｃ 鋼 材 が 貫 通 し て い る プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 を 桁 部 へ 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 を 緊 張 さ せ

る こ と に よ り 接 合 し 、 プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る 。 プ レ キ ャ ス ト 構 造

体 の 他 端 部 に は 板 材 を 載 置 し 、 板 材 と 鉄 筋 と で 形 成 さ れ る 空 間 に コ ン ク リ ー ト を 場 所 打 ち

し て 張 出 し 床 版 部 を 形 成 す る 。 第 二 の Ｐ Ｃ 鋼 材 を 緊 張 さ せ る こ と で 、 コ ン ク リ ー ト 床 版 部

と 張 出 し 床 版 部 と の 接 合 部 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る と い っ た 各 種 の ス テ ッ プ を 踏 む 。 し

た が っ て 、 張 出 し 床 版 部 等 を 、 既 設 主 桁 か ら 軸 方 向 に 直 角 に 突 出 す る プ レ キ ャ ス ト 構 造 体

で 支 え る こ と で 、 張 出 し 床 版 部 を は じ め と す る 床 版 全 体 の 厚 み を 薄 く す る こ と が で き 、 拡

幅 床 版 の 軽 量 化 を 果 た す こ と が で き る 。 ま た 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 に よ っ て プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 に 多

く の プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る こ と が で き 、 プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 の 部 材 断 面 の 寸 法 の 縮 小 化

、 軽 量 化 を 実 現 す る こ と が で き る 。 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 と 張 出 し 床 版 部 と の 接 合 部 へ 、 プ

レ ス ト レ ス を 第 二 の Ｐ Ｃ 鋼 材 で 効 率 的 に 導 入 す る こ と で 、 接 合 部 の 耐 荷 力 を 向 上 さ せ て 疲

労 耐 久 性 に 優 れ た 構 造 と す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 図 １ 】 （ ａ ） は 、 本 発 明 に 係 る 拡 幅 Ｐ Ｃ 床 版 構 造 を 概 略 で 説 明 す る 概 略 斜 視 説 明 図 、 （

ｂ ） は 、 （ ａ ） の Ｉ － Ｉ 断 面 図 、 （ ｃ ） は 、 （ ａ ） の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 （ ａ ） は 、 本 発 明 に 係 る 拡 幅 Ｐ Ｃ 床 版 構 造 を 構 成 す る プ レ キ ャ ス ト リ ブ に つ い て

説 明 す る 概 略 正 面 説 明 図 、 （ ｂ ） は 、 （ ａ ） の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 プ レ キ ャ ス ト リ ブ に 備 え ら れ る 第 １ ケ ー ブ ル 及 び 第 ２ ケ ー ブ ル と 、 こ れ ら の ケ ー

ブ ル に よ っ て 導 入 さ れ る プ レ ス ト レ ス に つ い て 説 明 す る 概 略 断 面 説 明 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ３ を 平 面 視 し 、 導 入 さ れ る プ レ ス ト レ ス の 分 布 に つ い て 説 明 す る 概 略 平 面 説 明

図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 拡 幅 Ｐ Ｃ 床 版 構 造 に お け る 接 合 部 の 例 を 説 明 す る 説 明 図 で あ っ て 、

（ ａ ） は そ の 一 の 例 を 、 （ ｂ ） は そ の 他 の 例 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 既 設 Ｐ Ｃ 床 版 の 拡 幅 工 法 の 各 工 程 を 説 明 す る フ ロ ー 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 従 来 の 拡 幅 Ｐ Ｃ 床 版 構 造 を 概 略 断 面 で 説 明 す る 概 略 断 面 説 明 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 拡 幅 Ｐ Ｃ 床 版 構 造 の 一 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 な

お 、 下 記 の 一 実 施 形 態 は 、 本 発 明 を 具 現 化 し た 例 示 に 過 ぎ な い 。 そ し て 、 本 発 明 は 特 許 請

求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 事 項 を 逸 脱 す る こ と が な け れ ば 、 種 々 の 設 計 変 更 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 舗 装 等 が さ れ て 車 両 が 通 過 す る 路 面 を 形 成 す る 既

設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ と 、 こ の 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ を 支 持 す る 桁 部 １ １

Ａ と か ら な る 既 設 主 桁 Ａ に お け る 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ を 、 幅 方 向 に 拡 幅 す る の

に 用 い る 拡 幅 Ｐ Ｃ 床 版 構 造 １ に 係 る 。 拡 幅 Ｐ Ｃ 床 版 構 造 １ は 、 桁 部 １ １ Ａ へ 一 端 ２ １ が 接

合 さ れ た と き に 他 端 部 ２ ２ が 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ よ り も 幅 方 向 に 突 出 す る 長 さ

を 有 す る プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 と し て の プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。 プ レ
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キ ャ ス ト リ ブ ２ は 、 プ レ キ ャ ス ト に よ り 適 宜 の 形 状 の 構 造 体 と し て 形 成 さ れ る 。 プ レ キ ャ

ス ト リ ブ ２ は 、 そ の 内 部 を 、 緊 張 材 で あ る Ｐ Ｃ 鋼 材 と し て 鋼 製 の 第 １ ケ ー ブ ル ３ が 貫 通 し

て い る 。 ま た 、 そ の 内 部 の 第 １ ケ ー ブ ル ３ よ り も 上 方 に 、 第 ２ の Ｐ Ｃ 鋼 材 と し て の 鋼 製 の

第 ２ ケ ー ブ ル ４ も 貫 通 し て い る （ 図 １ （ ｂ ） 及 び （ ｃ ） も 参 照 の こ と ） 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 １ （ ｂ ） 及 び （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ に は 、 第 １ ケ ー ブ ル ３ 及 び 第

２ ケ ー ブ ル ４ が 内 部 を 貫 通 す る た め の 孔 が 形 成 さ れ て い る 。 プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ は 、 一 対

の 第 １ ケ ー ブ ル ３ に よ っ て 一 端 ２ １ が 、 既 設 主 桁 Ａ の 桁 部 １ １ Ａ に 接 合 さ れ る 。 特 に 、 図

１ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ は 既 設 主 桁 Ａ の 軸 方 向 に 対 し て 直 角 に 接 合 さ

れ る 。 拡 幅 Ｐ Ｃ 床 版 構 造 １ で は 、 第 １ ケ ー ブ ル ３ を 緊 張 さ せ る こ と で 、 プ レ キ ャ ス ト リ ブ

２ に 対 し て プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ は 、 図 ２ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 既 設 主 桁 Ａ の 軸 方 向 に ３

ｍ 程 度 を 標 準 間 隔 と し て 、 そ れ 以 下 の 範 囲 （ ≦ ３ ｍ 間 隔 ） で 配 置 さ れ る （ 図 ４ も 参 照 の こ

と ） 。 プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ の 、 一 端 ２ １ が 既 設 主 桁 Ａ の 桁 部 １ １ Ａ に 接 合 さ れ た と き に 既

設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ よ り も 幅 方 向 に 突 出 し て い る 他 端 部 ２ ２ に は 、 後 述 す る 張 出

し 床 版 部 ６ を 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト で 形 成 す る た め の 鉄 筋 の 一 種 と し て 、 Ｕ 型 ジ ベ ル 筋 ２

３ が 配 筋 さ れ て い る 。 な お 、 プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ と い う 名 称 は 、 既 設 主 桁 Ａ に 対 し 肋 骨 が

形 成 さ れ る よ う に プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ が 取 り 付 け ら れ る こ と か ら 名 付 け た も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 拡 幅 Ｐ Ｃ 床 版 構 造 １ は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ の 他 端 部 ２ ２ に

、 上 記 間 隔 を 橋 渡 す よ う に し て 板 材 が 配 置 さ れ て 構 成 さ れ る 。 こ の 板 材 は 、 プ レ キ ャ ス ト

で 板 状 に 成 型 さ れ た Ｐ Ｃ 板 ５ で あ る 。 拡 幅 Ｐ Ｃ 床 版 構 造 １ で は 、 こ の Ｐ Ｃ 板 ５ 上 に 適 宜 の

間 隔 で 鉄 筋 が 配 筋 さ れ る と と も に 、 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ の 幅 方 向 の 先 端 の 鉄 筋

が は つ り 出 さ れ 、 Ｐ Ｃ 板 ５ 上 の 鉄 筋 と 連 結 さ れ る 。 そ の 上 で 、 Ｐ Ｃ 板 ５ と 既 設 コ ン ク リ ー

ト 床 版 部 １ ０ Ａ と で 形 成 さ れ る 空 間 に コ ン ク リ ー ト が 場 所 打 ち さ れ る こ と で 、 張 出 し 床 版

部 ６ が こ れ ら の 鉄 筋 及 び Ｕ 型 ジ ベ ル 筋 ２ ３ を 覆 っ て 形 成 さ れ る 。 ま た 、 拡 幅 Ｐ Ｃ 床 版 構 造

１ は 、 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ と 張 出 し 床 版 部 ６ と が 、 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １

０ Ａ の 鉄 筋 と Ｐ Ｃ 板 ５ 上 の 鉄 筋 と が 連 結 さ れ て い る 接 合 部 ７ で 接 続 さ れ た 構 造 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 発 明 に 係 る 拡 幅 Ｐ Ｃ 床 版 構 造 １ で は 、 プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ の 内 部

を 貫 通 す る 一 対 の 第 １ ケ ー ブ ル ３ を 既 設 主 桁 Ａ の 桁 部 １ １ Ａ に 形 成 さ れ た 孔 に 挿 入 し 、 第

１ ケ ー ブ ル ３ を 緊 張 さ せ る こ と で 、 プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ に 対 し て プ レ ス ト レ ス を 導 入 し て

い る 。 さ ら に 、 プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ の 内 部 を 第 １ ケ ー ブ ル ３ よ り も 上 方 で 貫 通 し て い る 一

対 の 第 ２ ケ ー ブ ル ４ を 既 設 主 桁 Ａ の 桁 部 １ １ Ａ に 形 成 さ れ た 孔 に 挿 入 し 、 第 ２ ケ ー ブ ル ４

を 緊 張 さ せ る こ と で 、 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ と 張 出 し 床 版 部 ６ と の 接 合 部 ７ に 対

し て も プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 な お 、 第 １ ケ ー ブ ル ３ 及 び 第 ２ ケ ー ブ ル ４ は そ れ ぞ れ 、 図 １ （ ｂ ） 及 び （ ｃ ） に 示 す よ

う に 、 ２ 本 １ 組 の 一 対 で プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ の 内 部 を 貫 通 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 一 対 の

ケ ー ブ ル と す る こ と で 、 プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ に 対 し 、 又 は 、 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０

Ａ と 張 出 し 床 版 部 ６ と の 接 合 部 ７ に 対 し 、 プ レ ス ト レ ス を 効 率 よ く 導 入 す る の に 好 都 合 だ

か ら で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 に お け る プ レ ス ト レ ス の 分 布 は 、 図 ４ に 示 す と お り で あ る 。 す な わ ち 、 第 ２ ケ ー

ブ ル ４ は 、 プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ を 貫 通 す る 方 向 を 軸 と し た と き に 、 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版

部 １ ０ Ａ と 張 出 し 床 版 部 ６ と の 接 合 部 ７ へ 向 け て 約 ３ ４ ° （ 約 ３ ４ 度 ） の 角 度 で プ レ ス ト

レ ス を 分 布 さ せ る こ と が で き る 。 こ の と き 、 プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ は 、 既 設 主 桁 Ａ の 軸 方 向

に ３ ｍ 程 度 を 標 準 間 隔 と し て 配 置 さ れ て い る の で 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 接 合 部 ７ の す べ て

に 対 し 、 プ レ ス ト レ ス を 分 布 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ と 張 出 し 床 版 部 ６ と の 接 合 部 ７ は 、 図 ５ （ ａ ） 又

は 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う な 各 種 の 形 態 に よ り 、 Ｐ Ｃ 板 ５ 上 で 配 筋 さ れ た 鉄 筋 ５ １ と 、 既 設

コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ の 幅 方 向 の 先 端 で は つ り 出 さ れ た 鉄 筋 １ ０ ｂ と が 連 結 さ れ る 。

そ の 上 で 、 Ｐ Ｃ 板 ５ と 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ の 幅 方 向 の 先 端 と で 形 成 さ れ る 空 間

に コ ン ク リ ー ト が 場 所 打 ち さ れ 、 張 出 し 床 版 部 ６ が 形 成 さ れ る こ と と な る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 例 え ば 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ の 先 端 の は つ り 出 さ

れ た 既 設 主 桁 Ａ 側 の 鉄 筋 １ ０ ｂ の 端 部 と 、 Ｐ Ｃ 板 ５ 上 で 配 筋 さ れ て い る 鉄 筋 ５ １ と が 突 合

せ ア ー ク 溶 接 継 ぎ 手 （ エ ン ク ロ ー ズ ド 溶 接 Ｘ ） に よ り 連 結 さ れ る 形 態 が 例 示 さ れ る 。 エ ン

ク ロ ー ズ ド 溶 接 Ｘ を 施 し た 上 で 、 Ｐ Ｃ 板 ５ と 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ の 幅 方 向 の 先

端 と で 形 成 さ れ る 空 間 に コ ン ク リ ー ト を 場 所 打 ち し 、 張 出 し 床 版 部 ６ を 形 成 す る こ と に よ

り 、 エ ン ク ロ ー ズ ド 溶 接 Ｘ を 含 ん だ 接 合 部 ７ が 形 成 さ れ る 。 エ ン ク ロ ー ズ ド 溶 接 Ｘ は 、 突

合 せ ア ー ク 溶 接 継 ぎ 手 な ど と 称 さ れ る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ の 先 端 の は つ り 出 さ れ

た 既 設 主 桁 Ａ 側 の 鉄 筋 １ ０ ｂ の 端 部 と 、 Ｐ Ｃ 板 ５ 上 で 配 筋 さ れ て い る 鉄 筋 ５ １ と が モ ル タ

ル 充 て ん 式 鉄 筋 継 ぎ 手 （ ス プ ラ イ ス ス リ ー ブ Ｙ ） に よ り 連 結 さ れ る 形 態 が 例 示 さ れ る 。 ス

プ ラ イ ス ス リ ー ブ Ｙ を 施 し た 上 で 、 Ｐ Ｃ 板 ５ と 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ の 幅 方 向 の

先 端 と で 形 成 さ れ る 空 間 に コ ン ク リ ー ト を 場 所 打 ち し 、 張 出 し 床 版 部 ６ を 形 成 す る こ と に

よ り 、 ス プ ラ イ ス ス リ ー ブ Ｙ を 含 ん だ 接 合 部 ７ が 形 成 さ れ る 。 ス プ ラ イ ス ス リ ー ブ Ｙ は 、

モ ル タ ル 充 て ん 式 鉄 筋 継 ぎ 手 な ど と 称 さ れ る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 既 設 Ｐ Ｃ 床 版 の 拡 幅 工 法 の 各 工 程 に つ い て 、 図 ６ を 使 っ て 簡 単 に 説

明 し て い く 。 な お 、 下 記 の 各 工 程 も 本 発 明 を 具 現 化 し た 例 示 に 過 ぎ ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 に

記 載 さ れ た 事 項 を 逸 脱 す る こ と が な け れ ば 、 種 々 の 設 計 変 更 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま ず 、 Ｐ Ｃ 床 版 の 拡 幅 準 備 工 程 Ｓ １ と し て 、 道 路 規 制 の た め の バ リ ケ ー ド の 設 置 や 吊 り

足 場 、 防 護 工 の 設 置 、 既 設 床 版 の 地 覆 、 壁 高 欄 等 の 除 去 等 を 行 う 。 本 発 明 で は 、 道 路 規 制

を 一 車 線 で 済 ま す こ と が で き る 。 そ の 他 、 従 来 か ら 実 施 さ れ て い る 方 法 を 利 用 し て 準 備 に

係 る 工 程 を 行 え ば よ い 。 そ し て 、 Ｐ Ｃ 床 版 の 拡 幅 準 備 工 程 Ｓ １ に お い て 、 既 設 主 桁 Ａ に お

け る 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ の 幅 方 向 の 先 端 の 鉄 筋 １ ０ ｂ の は つ り 出 し を 行 う 。 ま

た 、 既 設 主 桁 Ａ に お け る 桁 部 １ １ Ａ に 、 軸 方 向 に 直 角 の 向 き で プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ の 一 端

２ １ を 接 合 可 能 と す る 孔 を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 次 に 、 プ レ キ ャ ス ト リ ブ 取 付 工 程 Ｓ ２ と し て 、 ク レ ー ン 等 を 利 用 し て プ レ キ ャ ス ト リ ブ

２ を 、 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ の 下 面 側 に 、 他 端 部 ２ ２ を 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部

１ ０ Ａ よ り も 幅 方 向 に 突 出 さ せ て 取 り 付 け る 。 特 に 、 プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ の 内 部 に 第 １ ケ

ー ブ ル ３ が 貫 通 し て い る の で 、 こ れ を 桁 部 １ １ Ａ の 孔 に 挿 入 し 、 プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ を 既

設 主 桁 Ａ の 軸 方 向 に 直 角 の 向 き と し て そ の 一 端 ２ １ で 接 合 す る と と も に 、 第 １ ケ ー ブ ル ３

を 緊 張 さ せ て プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ に プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る 。 な お 、 プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２

に は 、 あ ら か じ め Ｕ 型 ジ ベ ル 筋 ２ ３ が 配 筋 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 Ｐ Ｃ 板 設 置 工 程 Ｓ ３ と し て 、 ク レ ー ン 等 を 利 用 し て プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ の 他 端 部 ２ ２ に

Ｐ Ｃ 板 ５ を 設 置 し 、 Ｐ Ｃ 板 ５ 上 で 配 筋 を 行 う 。 そ の 後 、 は つ り 出 し た 既 設 コ ン ク リ ー ト 床

版 部 １ ０ Ａ の 幅 方 向 の 先 端 の 鉄 筋 １ ０ ｂ と 、 Ｐ Ｃ 板 ５ 上 に 配 筋 さ れ た 鉄 筋 ５ １ を 、 突 合 せ

ア ー ク 溶 接 継 ぎ 手 （ エ ン ク ロ ー ズ ド 溶 接 Ｘ ） 又 は モ ル タ ル 充 て ん 式 鉄 筋 継 ぎ 手 （ ス プ ラ イ

ス ス リ ー ブ Ｙ ） 等 を 施 し て 連 結 す る 。 続 い て 、 場 所 打 ち 床 版 形 成 工 程 Ｓ ４ と し て 、 こ れ ら

の 連 結 し た 鉄 筋 を 含 む 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ の 幅 方 向 先 端 と 、 Ｐ Ｃ 板 ５ と で 形 成

さ れ る 空 間 に コ ン ク リ ー ト を 場 所 打 ち し て 張 出 し 床 版 部 ６ を 形 成 す る 。 す な わ ち 、 既 設 コ
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ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ と 張 出 し 床 版 部 ６ と が 、 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ の 鉄 筋 １

０ ｂ と Ｐ Ｃ 板 ５ 上 の 鉄 筋 ５ １ と が 連 結 さ れ て い る 接 合 部 ７ で 接 続 さ れ る 構 造 と す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 次 に 、 第 ２ ケ ー ブ ル 緊 張 工 程 Ｓ ５ と し て 、 プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ の 内 部 に 第 ２ ケ ー ブ ル ４

が 貫 通 し て い る の で 、 こ れ を 桁 部 １ １ Ａ の 孔 に 導 入 し 、 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 １ ０ Ａ と

張 出 し 床 版 部 ６ と の 接 合 部 ７ に も プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 最 後 に 、 仕 上 げ 工 程 Ｓ ６ と し て 、 拡 幅 し た 床 版 部 分 に つ い て 地 覆 、 壁 高 欄 等 を 施 工 し 、

そ の 他 必 要 な 型 枠 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 を 行 い 、 防 水 工 、 ア ス フ ァ ル ト 舗 装 な ど を 行 う 。 ま

た 、 吊 り 足 場 、 防 護 工 を 除 去 し た り 、 バ リ ケ ー ド を 除 去 し て 道 路 規 制 を 解 除 し た り し て 既

設 Ｐ Ｃ 床 版 の 拡 幅 工 法 を 終 了 す る 。 仕 上 げ 工 程 Ｓ ６ に つ い て も 、 従 来 か ら 実 施 さ れ て い る

方 法 を 利 用 し て 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 し た が っ て 、 張 出 し 床 版 部 ６ 等 を 、 既 設 主 桁 Ａ か ら 軸 方 向 に 直 角 に 突 出 す る プ レ キ ャ ス

ト リ ブ ２ で 支 え る 構 造 と し 、 張 出 し 床 版 部 ６ を は じ め と す る 床 版 全 体 の 厚 み を 薄 く す る こ

と が で き 、 拡 幅 床 版 の 軽 量 化 を 果 た す こ と が で き る 。 ま た 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 の 第 １ ケ ー ブ ル ３ に

よ っ て プ レ キ ャ ス ト リ ブ ２ に 多 く の プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る こ と が で き 、 プ レ キ ャ ス ト リ

ブ ２ の 部 材 断 面 の 寸 法 の 縮 小 化 、 軽 量 化 を 実 現 す る こ と が で き る 。 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版

部 １ ０ Ａ と 張 出 し 床 版 部 ６ と の 接 合 部 ７ へ 、 プ レ ス ト レ ス を 第 ２ ケ ー ブ ル ４ で 効 率 的 に 導

入 す る こ と が で き る の で 、 接 合 部 ７ の 耐 荷 力 を 向 上 さ せ て 疲 労 耐 久 性 に 優 れ た 構 造 と す る

こ と が で き る 。 そ し て 、 接 合 部 ７ が Ｒ Ｃ 構 造 部 と な る こ と も な い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 以 上 、 本 発 明 に つ い て 一 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ

る こ と な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 事 項 を 逸 脱 す る こ と が な け れ ば 、 種 々 の 設 計 変

更 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 上 記 実 施 形 態 に お い て 、 プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 は 、 既 設 主 桁 の 桁 部 へ 一 端 が 接 合 さ れ た と

き に 他 端 部 が 既 設 主 桁 の コ ン ク リ ー ト 床 版 部 よ り も 幅 方 向 に 突 出 す る 長 さ を 有 し 、 か つ 、

内 部 を Ｐ Ｃ 鋼 材 が 貫 通 し て い る 形 状 で あ れ ば 、 図 示 し た も の を は じ め 、 有 効 な 各 種 の 形 状

を 採 用 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 は 、 部 材 断 面 の 寸 法 の 縮 小 化 、 軽

量 化 が 実 現 さ れ る も の と す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 と 張 出 し 床 版 部

と の 接 合 部 に お け る 耐 荷 力 を 向 上 さ せ て 疲 労 耐 久 性 に 優 れ た 構 造 と す る た め 、 プ レ キ ャ ス

ト 構 造 体 を 、 そ の 内 部 を 貫 通 さ せ た 第 二 の Ｐ Ｃ 鋼 材 で プ レ ス ト レ ス を 接 合 部 に 効 率 的 に 導

入 す る こ と が 実 現 さ れ る 形 状 と す る こ と が 、 さ ら に 好 ま し い 形 態 と な る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 １ ・ ・ ・ 拡 幅 Ｐ Ｃ 床 版 構 造 （ 本 発 明 ）

　 ２ ・ ・ ・ プ レ キ ャ ス ト リ ブ （ プ レ キ ャ ス ト 構 造 体 ）

　 ２ １ ・ ・ 一 端

　 ２ ２ ・ ・ 他 端 部

　 ２ ３ ・ ・ Ｕ 型 ジ ベ ル 筋

　 ３ ・ ・ ・ 第 １ ケ ー ブ ル （ Ｐ Ｃ 鋼 材 ）

　 ４ ・ ・ ・ 第 ２ ケ ー ブ ル （ 第 二 の Ｐ Ｃ 鋼 材 ）

　 ５ ・ ・ ・ Ｐ Ｃ 板 （ 板 材 ）

　 ５ １ ・ ・ Ｐ Ｃ 板 上 の 鉄 筋

　 ６ ・ ・ ・ 張 出 し 床 版 部

　 ７ ・ ・ ・ 接 合 部

　 Ａ ・ ・ ・ 既 設 主 桁

　 １ ０ ・ ・ 既 設 床 版

　 １ ０ Ａ ・ 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部
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　 １ ０ ｂ ・ 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 部 の 先 端 の は つ り 出 さ れ た 鉄 筋

　 １ １ Ａ ・ 桁 部

　 ２ ０ ・ ・ 差 し 筋 ア ン カ ー

　 ３ ０ ・ ・ 拡 幅 部

　 ４ ０ ・ ・ 新 旧 床 版 の 接 合 部

　 Ｘ ・ ・ ・ エ ン ク ロ ー ズ ド 溶 接

　 Ｙ ・ ・ ・ ス プ ラ イ ス ス リ ー ブ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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　　　　　　　米国特許出願公開第２００３／０１１６５３８（ＵＳ，Ａ１）　　

　　　　　　　米国特許第０４６０４８４１（ＵＳ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)

　　　　　　　Ｅ０１Ｄ　　　１／００－２４／００　　　　
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